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4 ベクトルとその表し方

1 ベクトル

ベクトルとその表し方
基
　
本Q1

基
　
本Q2

考え方

考え方

答 案

答 案

右の図で，次のようなベクトルはどれとどれか。
⑴　大きさの等しいベクトル
⑵　互いに等しいベクトル
⑶　互いに逆ベクトル

Q1  の図で，次のベクトルの大きさを求めなさい。ただし，方眼の 1目盛りの長さを 1とする。
⑴　a  ⑵　b

向きと大きさで定まる量をベクトルという。線分 ABを，点Aから点 Bに向かう
向きをつけて考えるとき，その線分を有向線分 ABといい，Aをその始点，Bをそ
の終点という。有向線分ABで表されるベクトルを AB  と書く。また，a  などの記
号を使って表す場合もある。
ベクトルの長さのことをベクトルの大きさという。
また，2つのベクトル a  ，b  の向きと大きさが等しいとき，これらのベクトルは

等しいといい，a b=  と表す。
ベクトル a  と大きさが等しく，向きが反対であるベクトルを a  の逆ベクトルといい， a-  で表す。

ベクトルの大きさは，その有向線分の長さである。
ベクトル AB の大きさを， AB  と表す。

それぞれ，ベクトルの定義を確
認してあてはまるものをさがす。

a  ， b  それぞれの有向線分の
長さを求める。
⑵　 b  は，三平方の定理を使っ
て求める。

⑴　長さが等しいベ
クトルだから，
a  と d  ，b  と c

⑵　向きと大きさが
等しいベクトルだ
から，

b  と c

⑶　大きさが等しく，
向きが反対である
ベクトルだから，

a  と d

⑴　a  の有向線分の長さは
3だから，

a 3=

⑵　 b  の有向線分の
長さは，

3 2 132 2+ =

だから， b 13=

ベクトルの定義

ベクトルの大きさ

…答…答……答

……………答

………答

a

b

c

d

始点
A

A

AB

a

-a

終点
B

B

b
2

3
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5ベクトルとその表し方

学習日　　　　月　　　日

学習の目標
1

2

等しいベクトルや逆ベクトル，ベクトルの大きさなど，ベクトルの定義を覚えよう。
ベクトルの大きさが求められるようになろう。

Q1

Q2

〈ベクトルの定義〉について，まとめよう。

〈ベクトルの大きさ〉について，まとめよう。

まとめ

まとめ

確 認 問 題

確 認 問 題

●　右下の図で，次のようなベクトルはどれとどれか。
⑴　大きさの等しいベクトル ⑵　互いに等しいベクトル
⑶　互いに逆ベクトル

右下の図で，a  ，b  の大きさを求めなさい。ただし，方眼の 1目盛りの長さを 1とする。

⑴　長さが等しいベク
トルだから，

a  と  ，

b  と 

⑵　向きと大きさが
等しいベクトルだ
から，

⑶　大きさが等しく，
向きが反対である
ベクトルだから，

a  の有向線分の長さは 

だから， a = 

b  の有向線分の長さは，

1 32 2+ = 

だから， b = 

■　有向線分ABで表されるベクトルを  と書き，点Aを  ，点 Bを  という。

ベクトルの長さのことをベクトルの  という。 

2つのベクトル a  ，b  の向きと大きさが等しいとき，これらのベクトルは等し

いといい，  と表す。

ベクトル a  と大きさが等しく，向きが反対であるベクトルを a  の逆ベクトル

といい，  で表す。

■　ベクトルの大きさは，その有向線分の長さである。ベクトル AB の大きさを，  と表す。

始点
A

A

AB

a

-a

終点
B

B

a

b

c d

a

b
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6

演 習 問 題

右の図で，次のようなベクトルはどれとどれか。

次の問いに答えなさい。

Q1

Q2

⑴　大きさの等しいベクトル

⑵　互いに等しいベクトル

⑶　互いに逆ベクトル

右の図で，a  ，b  ，c  の大きさを求めなさい。
ただし，方眼の 1目盛りの長さを 1とする。

⑴　AB と等しいベクトルはどれか。

⑵　OA の逆ベクトルはどれか。

⑶　AC の大きさはいくつか。

1

2

1辺が 1の正方形 ABCDの対角線 AC，BDの交点を Oとする。
図の中の線分を有向線分とするベクトルについて，次の問いに答えなさい。

3

ベクトルとその表し方

a

e

c

f

b

d

a

c

b

A

O

D

B C
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7

★自分でチェックしてみよう★

項　　目 1回目(　／　) 2回目(　／　) 3回目(　／　) ここに戻る

等しいベクトルが理解できた yes  /  no yes  /  no yes  /  no Q1

逆ベクトルが理解できた yes  /  no yes  /  no yes  /  no Q1

大きさの等しいベクトルがわかった yes  /  no yes  /  no yes  /  no Q1

ベクトルの大きさが求められた yes  /  no yes  /  no yes  /  no Q2

●ベクトルとその表し方

⑴　有向線分ABで表されるベクトルを  と書き，点Aを  ，点 Bを  という。

⑵　ベクトル a  の長さのことをベクトル a  の大きさといい，  と表す。

⑶　2つのベクトル a  ，b  の向きと大きさが等しいとき，これらのベクトルは等しいといい，

 と表す。

⑷　ベクトル a  と大きさが等しく，向きが反対であるベクトルを a  の逆ベクトルといい，

 で表す。

⑴　大きさの等しいベクトル

⑵　互いに等しいベクトル

⑶　互いに逆ベクトル

右の図で，a  ，b  ，c  の大きさを求めなさい。
ただし，方眼の 1目盛りの長さを 1とする。

次の空欄をうめなさい。

右の図で，次のようなベクトルはどれとどれか。

次の問いに答えなさい。

1

2

ベクトルとその表し方

a

e

c

f

b

d

a

c

b

SAM
PLE

SAM
PLE



8 ベクトルの加法と減法

2 ベクトル

ベクトルの加法と減法
基
　
本Q1

基
　
本Q2

考え方

考え方

答 案

答 案

次のベクトル a  ，b  について， ba+  をそれぞれ図示しなさい。
⑴　 ⑵　

Q1  のベクトル a  ，b  について，a b-  をそれぞれ図示しなさい。

ベクトル a AB=  とベクトル b  に対して，b BC=  となるように点 Cをとる。
このようにして定まるベクトル AC を，a  と b  の和といい，a b+  と表す。
すなわち，AB BC AC+ =

ベクトルの加法について，次のことが成り立つ。
1　a b b a+ = +  2　 a b a b cc+ = + ++_ _i i

ベクトル a  ，b  に対して，b c a+ =  を満たすベクトル c  を，a  と b  の差といい，
a b-  と表す。一般に，OB BA OA+ =  だから，次のことが成り立つ。

OA OB BA- =

また，ベクトルの減法について，次の等式が成り立つ。
1　a b a b= + -- _ i 2　a a 0- =

まず a  の終点に b  の始点がく
るように b  を平行移動する。
そして，a  の始点から b  の終
点を結ぶベクトルをかく。

a  と b  の始点がそろうように
どちらかを平行移動して， b  

の終点から a  の終点を結ぶベ
クトルをかく。

⑴ ⑵

⑵⑴

ベクトルの加法

ベクトルの減法

……答

……答

……答

……答

始点と終点が一致した
ベクトルを零ベクトル
といい，0  で表す。

a

b

a

b

a

a+b
b

A B

C

a

a+b
b

b a+b

a

b

b

a

a-bb

O A

B

a a-b

bb

a-b
a

b

b

SAM
PLE

SAM
PLE



9ベクトルの加法と減法

学習日　　　　月　　　日

学習の目標
1

2

ベクトルの加法を理解し，図示できるようになろう。
ベクトルの減法を理解し，図示できるようになろう。

Q1

Q2

〈ベクトルの加法〉について，まとめよう。

〈ベクトルの減法〉について，まとめよう。

まとめ

まとめ

確 認 問 題

確 認 問 題

●　次のベクトル a  ，b  について， ba+  をそれぞれ図示しなさい。

●　次のベクトル a  ，b  について，a b-  をそれぞれ図示しなさい。

⑴

⑴

⑵

⑵

■　a AB=  と b  に対して，b BC=  となるように点 Cをとるとき，

ベクトル AC を，a  と b  の  といい，  と表す。

すなわち，AB BC+ = 

■　a  ，b  に対して，b c a+ =  を満たすベクトル c  を，a  と b  の  とい

い，  と表す。次のことが成り立つ。

OA OB- = 

a

a+b
b

A B

C

a

b

a

b

a

a-bb

O A

B

a

b

a

b

SAM
PLE

SAM
PLE
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演 習 問 題

次のベクトル a  ，b  について， ba+  をそれぞれ図示しなさい。

次のベクトル a  ，b  について，a b-  をそれぞれ図示しなさい。

Q1

Q2

⑴　 ⑵　

⑴　 ⑵　

⑶ ⑷

⑴　a b c+ +  ⑵　a b c- +

1

2

次のベクトル a  ，b  ，c  について，⑴，⑵ のそれぞれのベクトルを図示しなさい。3

ベクトルの加法と減法

a

b

a

b

a

b

a

b

a

cb

a

cb

a b

a
b

SAM
PLE

SAM
PLE
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★自分でチェックしてみよう★

項　　目 1回目(　／　) 2回目(　／　) 3回目(　／　) ここに戻る

ベクトルの和が理解できた yes  /  no yes  /  no yes  /  no Q1

ベクトルの和が図示できた yes  /  no yes  /  no yes  /  no Q1

ベクトルの差が理解できた yes  /  no yes  /  no yes  /  no Q2

ベクトルの差が図示できた yes  /  no yes  /  no yes  /  no Q2

●ベクトルの加法と減法

⑴　a AB=  と b  に対して，b BC=  となるように点 Cをとるとき，

ベクトル AC を，a  と b  の  といい，  と表す。

すなわち，AB BC+ = 

⑵　a  ，b  に対して，b c a+ =  を満たすベクトル c  を，a  と b  の

  といい，  と表す。次のことが成り立つ。

OA OB- = 

⑴　 ⑵　

⑴　 ⑵　

次の空欄をうめなさい。

次のベクトル a  ，b  について， ba+  をそれぞれ図示しなさい。

次のベクトル a  ，b  について，a b-  をそれぞれ図示しなさい。

1

2

ベクトルの加法と減法

a

a+b
b

A B

C

a

a-bb

O A

B

a

b
a

b

a

b
a

b

SAM
PLE

SAM
PLE




